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埼玉県立大学の研究に関する方針 
 
 
埼玉県立大学では、陶冶・進取・創発を基本理念とし、保健・医療・福祉に関する教育研究の中
核となって地域社会に貢献することを使命としています。この使命の達成に向け、研究に関する方
針を次の通り定めます。 
 
１．新たな保健・医療・福祉ニーズへの的確な対応など、地域の諸課題や時代の先端を見据え
た実用的かつ実践的な研究に積極的に取り組み、現場の課題を多面的な視点でとらえ、解決
策を探求・提案します。 
２．各教員が各々の専門分野における研究（基礎・応用研究など）に積極的に取り組むととも
に、文部科学省科学研究費助成金の採択、他機関との連携を視野に入れながら大型研究費の
獲得を目指します。 
３．産業界、他大学、行政機関等との連携を充実・強化し共同事業・共同研究を推進します。 
４．あらゆる機会を活用して、研究成果を広く国内外に公表します。また研究成果は、学内教
員や学生などに公開して共有化を進めることで、学部、大学院の教育研究活動に反映させま
す。 
５．行政機関や県民の抱える課題解決のための研究を推進するために弾力的な研究実施体制、
また、研究者の能力向上に向けた研究支援体制の整備を図ります。 
 
 
 
  
 
 
 
 
表紙デザイン 
 
表紙制作者 酒井道久（埼玉県立大学名誉教授） 
 
埼玉県立大学を象徴する校舎の大きなガラス張りをモチーフにしました。 
立ち位置を変えて異なる見方ができるように、そしてガラスに反射する光のように、
様々な角度からアプローチすることで新しい発想を得ることが研究につながることを
イメージしました。 
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